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環境協定締結事業所におけるこの１年間の取組みの成果 

 

事業所名  北陸コカ・コーラボトリング株式会社 福井営業部 

代表者   福井営業部長 横山 実氏 

所在地   福井市江守中町７号２６－１ 

協定期間  令和２年６月１日～令和３年５月３１日 

           （初回締結日 平成１９年４月２５日） 

 

   ※同事業所は、令和３年２月に県の「ふくいＳＤＧｓパートナー」に登録し、 

ＳＤＧｓの達成に貢献する事業活動を推進 

 

 

（1）ＳＤＧｓ目標 12番（つくる責任つかう責任）の達成のため、使用済みペットボト

ルをリサイクルし新たなペットボトルへと生まれ変わらせることで資源を最大限

活用する「ボトル toボトル」を推進しており、2020年 3月 9日から「い・ろ・は・

す 555ml」において 100％リサイクルペットボトルの利用を展開。 

また、ペットボトル容器の軽量化を進め、1982 年のペットボトル発売時に比べ平

均で 56.3％まで軽量化し、新たな CO2発生抑制に取り組んでいる。 

 

（2）ＳＤＧｓ目標 13 番（気候変動に具体的な対策を）の達成のため、越前事業所（配

送センター）倉庫の一部（19基）を水銀灯から LED照明へ切り替えた。 

 

（3）ＳＤＧｓ目標 11 番（住み続けられるまちづくりを）、13 番（気候変動に具体的な

対策を）の達成のため、県内計 62 か所の地域貢献型自動販売機※を通じて、環境

保全に係るメッセージを発信 

※災害時に、被災者や帰宅困難者のために、備付けの電光掲示板から情報を配信し、飲

料水を無償提供に切り替えるなどの機能を持つ自動販売機。平常時には、ニュースや

地域情報を発信している。 

  ・メッセージ例 

２年６月 ：ただ今クールビズを推進中。さわやかな軽装で仕事に従事し、

すずしく夏を乗り切ろう！  

３年２月 ：２月は衣類の工夫で暖かくするエコチャレに挑戦！詳細は「エ

コチャレふくい」で検索 

 

（4）ＳＤＧｓ目標 8番（働きがいも経済成長も）、11番（住み続けられるまちづくりを）、

13番（気候変動に具体的な対策を）の達成のため、働き方改革として在宅勤務を推

進するほか、営業活動においても、毎日会社に出社するのではなく、可能な限り自

宅から取引先へ直行・直帰するなど、石油燃料の削減による CO2削減に取り組んだ。 



 

 2 / 2 

 

（5）2019年度末に県全体で 90台あった営業関係車両を、17台削減して 2020年度末に

73台とし、自動車による CO2削減に取り組んだ。 

 

（6）ＳＤＧｓ目標 11 番（住み続けられるまちづくりを）、12 番（つくる責任つかう責

任）、13番（気候変動に具体的な対策を）の達成のため、福井県内にて新たに 167

台のピークシフト自販機（LED搭載機・深夜電力をメインに使用する自販機）を展

開し、累計 936台となった。 

 

（7）コカ・コーラグループ独自の総合的な環境マネジメントシステム「ＫＯＲＥ（コ

ア）」に基づき、自らエコオフィス活動に努め、環境負荷の低減を行い、下記項目

について前年の使用量を下回った。 

 ・低減項目 ※前年（1月から 12月）比 

電力使用量：88％、水使用量 74％、車両燃料使用量（ガソリン）：87％ 

 

（8）ＳＤＧｓ目標 17 番（パートナーシップで目標を達成しよう）の達成のため、「エ

コチャレふくい」に協賛するとともに、社内にポスターを掲示し社員への啓蒙を

図った。 

  


